
発明功労賞

　
▽
小
落
差
水
力
発
電
機
装
置

シ
ー

ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

社
長
・

海
野
裕
二
氏

う
ん
の

　
水
の
流
れ
の
落
差
を
必
要
と
せ
ず
、

比
較
的
小
さ
な
水
流
で
効
率
的
に
水
力

発
電
を
行
う
装
置
。
農
業
用
水
路
や
自

然
河
川
な
ど
従
来
の
水
力
発
電
で
は
対

象
と
さ
れ
な
か
っ
た
場
所
で
発
電
で
き

る
。
開
口
端
の
面
積
を
下
流
側
に
向
か

っ
て
徐
々
に
減
少
さ
せ
て
、
水
流
を
増

幅
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換

効
率
の
最
適

化
を
図
っ
て

い
る
。
設
置

が
簡
単
で
あ
り
、
低
コ
ス
ト
と
短
納
期

を
可
能
に
し
た
。
構
造
が
シ
ン
プ
ル

で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ
て
い
る

点
も
特
徴
だ
。
２
０
１
０
年
度
に
は
地

方
自
治
体
や
国
土
交
通
省
な
ど
に

基

の
導
入
実
績
を
持
ち
、
一
定
の
実
用
性

も
認
め
ら
れ
る
。

　

シ
ー
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

東
京
都
千
代
田
区
、
０
３
・
５
８
２

２
・
２
２
７
５

　
▽
削
り
出
し
エ
ル
ボ
の
製
造
方
法

野
田
金
型

社
長
・
堀
口
展
男
氏

の
ぶ
お

　
Ｌ
字
の
パ
イ
プ
部
「
エ
ル
ボ
」
を
切

削
加
工
に
よ
り
金
属
素
材
の
塊
か
ら
削

り
出
し
て
製
造
す
る
技
術
。
従
来
の
金

属
板
を
曲
げ
て
溶
接
す
る
方
法
や
パ
イ

プ
を
曲
げ
る
方
法
だ
と
、
塑
性
変
形
に

よ
る
強
度
劣
化
や
管
内
面
が
円
で
な
い

こ
と
に
よ
る
流
動
効
率
の
低
下
が
発
生

し
て
い
た
。

　
同
発
明
で

は
削
り
出
し

に
よ
る
方
法

で
、
耐
久
性

と
流
動
効
率

の
高
い
エ
ル
ボ
を
製
作
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
依
頼
先
が
求
め
る
特
殊
な
エ
ル

ボ
の
製
作
も
可
能
と
し
た
。

　
製
品
と
し
て
発
電
所
へ
の
納
入
実
績

が
あ
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
向
け
に

も
引
き
合
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
特
殊
用
途
分
野
で
実
用
性
の
高
さ

が
認
め
ら
れ
る
。

　

野
田
金
型

大
阪
府
高
石
市
、
０

７
２
・
２
６
８
・
１
０
０
６

　
▽
異
常
時
に
お
け
る
保
護
素
子
の
劣

化
・
動
作
表
示
装
置

昭
電

技
術
開

発
部
部
長
・
柳
川
俊
一
氏

　
バ
リ
ス
タ
や
ア
レ
ス
タ
な
ど
の
保
護

素
子
の
劣
化
を
表
示
す
る
技
術
。
保
護

素
子
か
ら
生
じ
る
熱
を
、
熱
収
縮
性
の

樹
脂
で
感
知
し
、
ケ
ー
ス
内
に
収
め
ら

れ
て
い
る
保
護
素
子
の
劣
化
状
態
を
の

ぞ
き
窓
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
電
気
的
・
機
械
的
な
機
構
が
な
く

構
造
が
シ
ン

プ
ル
で
あ

り
、
従
来
の

ヒ
ュ
ー
ズ
式

や
ハ
ン
ダ
式

に
比
べ
部
品
や
作
業
点
数
が
少
な
い
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
。
熱
収
縮
材
に
は
汎
用

性
の
あ
る
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
を
採
用

し
、
実
用
的
。

　
Ｊ
Ｒ
や
民
間
鉄
道
会
社
に
販
売
実
績

を
持
つ
。
２
０
１
０
年
度

９
月
期

は
１
万
台
超
を
売
り
上
げ
、
実
用
性
も

認
め
ら
れ
る
。

　

昭
電

東
京
都
墨
田
区
、
０
３
・

５
８
１
９
・
８
８
１
１

　
▽
ミ
ス
ト
が
出
な
い
液
中
濾
過
シ
ス

テ
ム

ブ
ン
リ

会
長
・
田
代
実
氏

　
研
削
や
切
削
な
ど
の
機
械
加
工
に
伴

い
出
て
く
る
廃
液
の
ダ
ー
テ
ィ
ー
液
を

濾
過
す
る
装
置
。
ス
ク
レ
ー
パ
コ
ン
ベ

ア
と
強
力
マ
グ
ネ
ッ
ト
ド
ラ
ム
に
よ
っ

て
、
ス
ラ
ッ
ジ
の
系
外
排
出
を
可
能
と

し
、
１
次
処
理
だ
け
で

―

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
万
分
の
１

の

高
い
濾
過
精
度
を
持
つ
。
２
次
処
理
の

フ
ィ
ル
タ
ー

が
要
ら
な
く

な
り
、
産
業

廃
棄
物
の
削

減
、
フ
ィ
ル

タ
ー
清
掃
に
よ
る
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
の
発

生
が
な
く
、
消
費
電
力
の
削
減
に
つ
な

が
る
。
ス
ク
レ
ー
パ
コ
ン
ベ
ア
に
よ
る

ス
ラ
ッ
ジ
の
系
外
排
出
は
、
磁
性
体
・

非
磁
性
体
と
も
に

―

％
可
能
で
あ

り
、
残
り
の

―

％
の
磁
性
体
を
強

力
マ
グ
ネ
ッ
ト
ド
ラ
ム
の
利
用
で
補
足

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

ブ
ン
リ

東
京
都
品
川
区
、
０
３

・
３
７
７
８
・
２
０
６
１

　
▽
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
タ
イ
ヤ
の

ク
ロ
ー
ラ
ー
化

ア
イ
メ
ッ
ク

社
長

・
深
谷
浩
氏

　
従
来
の
ホ
イ
ー
ル
型
の
農
業
用
ト
ラ

ク
タ
ー
を
ク
ロ
ー
ラ
ー
無
限
軌
道
型

に
付
け
替
え
る
技
術
。
増
速
機
を
ク
ロ

ー
ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
に
組
み
込
む
こ
と

で
、２
種
類
の
部
品
交
換
の
み
で
、全
メ

ー
カ
ー
の
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
を
ク
ロ

ー
ラ
ー
型
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
タ
イ

ヤ
を
外
し
て

増
速
機
の
入

力
軸
を
取
り

付
け
、
入
力

軸
に
ト
ラ
ク
タ
ク
ロ
ー
ラ
ー
を
取
り
付

け
る
と
い
う
簡
単
な
作
業
で
取
り
換
え

ら
れ
る
。
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
各
パ
ー
ツ

の
寸
法
や
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
異

な
り
、
ホ
イ
ー
ル
型
か
ら
ク
ロ
ー
ラ
ー

型
に
変
更
す
る
場
合
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら

ず
、こ
れ
ま
で
は
手
間
が
か
か
っ
た
。

　

ア
イ
メ
ッ
ク

埼
玉
県
朝
霞
市
、

０
４
８
・
４
６
８
・
９
２
１
１

　
▽
動
画
像
か
ら
生
成
し
た
３
Ｄ
地
図

に
よ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
装
置

岩
根

研
究
所
代
表
取
締
役
・
岩
根
和
郎
氏

　
動
画
映
像
を
ビ
デ
オ
撮
影
す
る
カ
メ

ラ
の
位
置
と
カ
メ
ラ
方
向
を
算
出
し

て
、
そ
の
カ
メ
ラ
位
置
情
報
に
基
づ
い

て
任
意
の
対
象
物
の
位
置
情
報
を
取
得

し
、
３
次
元
地
図
を
生
成
す
る
装
置
。

　
車
に
固
定
さ
れ
た
カ
メ
ラ
か
ら
撮
影

し
た
映
像
か
ら
特
徴
点
を
算
出
し
、
フ

レ
ー
ム
間
の

特
徴
点
追
跡

を
行
っ
て
、

対
応
関
係
が

一
致
す
る
特

徴
点
の
変
化
か
ら
カ
メ
ラ
の
位
置
や
回

転
角
を
計
算
す
る
。

　
一
連
の
カ
メ
ラ
ベ
ク
ト
ル

Ｃ
Ｖ

デ
ー
タ
と
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

Ｇ

Ｐ
Ｓ

な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら
、
車
の
３

次
元
位
置
座
標
と
地
図
を
高
精
度
か
つ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
作
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

岩
根
研
究
所

札
幌
市
中
央
区
、

０
１
１
・
６
４
３
・
０
８
７
２

　
▽
負
圧
の
読
取
り
が
容
易
な
簡
易
型

速
成
圧
力
計

高
橋
製
作
所

会
長
・

橋
昭
夫
氏
ほ
か
１
人

　
正
圧
用
ブ
ル
ド
ン
管
と
負
圧
用
板
バ

ネ
の
接
続
に
リ
ン
ク
機
構
を
用
い
て
、

圧
力
指
示
精
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の

で
き
る
機
構
を
発
明
し
た
。
ゼ
ロ
点
調

整
も
簡
単
に
し
た
。
従
来
の
圧
力
計
は

ブ
ル
ド
ン
管
に
直
接
補
強
板
バ
ネ
を
接

続
し
て
お
り
、
圧
力
指
示
精
度
が
低
く

ゼ
ロ
点
調
整

も
難
し
か
っ

た
。

　
ブ
ル
ド
ン

管
と
板
バ
ネ

を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
は
従
来
か
ら
知

ら
れ
て
い
た
が
、
両
者
を
直
接
接
続
し

て
い
た
。
今
回
の
発
明
は
、
リ
ン
ク
機

構
を
採
用
し
て
接
続
し
た
点
に
新
規
性

が
認
め
ら
れ
る
。

　
２
０
１
０
年
に
は
消
防
ポ
ン
プ
車
両

メ
ー
カ
ー
に
４
７
０
台
の
販
売
実
績
を

上
げ
て
お
り
、
実
用
性
も
あ
る
。

　

高
橋
製
作
所

長
野
県
諏
訪
市
、

０
２
６
６
・
５
２
・
３
０
９
０

発
明
奨
励
賞

考
案
功
労
賞

受
賞
製
品
・
技
術
の
ポ
イ
ン
ト
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

発明大賞東京都知事賞
▽
デ
マ
ン
ド
制
御
シ
ス
テ
ム

石
井
隆
夫
氏

個
人

電
力
コ
ス
ト
を
最
適
制
御

　
契
約
電
力
の
算
定
基
準
と
な

る

分
間
の
電
力
使
用
の
目
標

を
設
定
し
、
電
力
使
用
が
そ
の

範
囲
に
収
ま
る
よ
う
に
空
調
機

な
ど
を
制
御
す
る
技
術
。
契
約

電
力
は
契
約
上
一
度
に
使
用
で

き
る
最
大
電
力
の
こ
と
で
、
契

約
電
力
と
使
用
電
力
を
抑
え
る

こ
と
が
、
家
庭
や
企
業
の
電
力

コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の

有
効
な
手
段
と
な
る
。
こ
の
手

段
を
実
現
す
る
た
め
の
空
調
機

用
の
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
を
開
発
し
た
。

　

分
間
を
い
く
つ
か
の
時
間

帯
に
等
間
隔
に
分
割
し
て
制
御

す
る
た
め
、
空
調
機
を

連
続
し
て
長
時
間
停
止

さ
せ
な
い
「
時
分
割
式

デ
マ
ン
ド
制
御
」
の
手

法
が
発
明
の
特
徴
。
空

調
機
を
き
め
細
か
く
制

御
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
空
調
環
境
の
悪
化

や
空
調
機
の
劣
化
の
原
因
と
な

る
煩
雑
な
オ
ン
オ
フ
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
る
。

　

滋
賀
県
高
島
市
、
０
７
４

０
・
３
２
・
０
１
６
４

発明大賞日本発明振興協会会長賞

　
▽
ハ
ッ
ト
リ
ン
グ
工
法
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止

構
造

シ
ー
エ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
ズ

会
長
一
場
駿
氏

た
か
し

マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止

　
地
震
時
の
液
状
化
に
よ
っ
て

マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮
き
上
が
る
こ

と
を
防
止
す
る
方
法
に
つ
い
て

の
発
明
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
や
砕
石
を
敷
設
す
る
こ
と

で
、
重
量
に
よ
っ
て
マ
ン
ホ
ー

ル
が
浮
き
上
が
る
こ
と
を
防
止

す
る
仕
組
み
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
非
液
状
化
地

盤
へ
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込
む
方

法
な
ど
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き

上
が
り
防
止
法
は
多
く
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
方
法
は
簡

単
に
施
工
で
き
る
点
が
特
徴
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
宮
城
県
や
千
葉
県
浦
安
市
な

ど
を
含
め
た
地
域
に
、
過
去
３

年
で
１
０
０
０
基
を
超
え
る
実

績
が
あ
る
。

　

シ
ー
エ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
ズ

さ
い
た
ま
市
南
区
、
０
４
８

・
８
６
６
・
１
７
２
１

発明大賞日刊工業新聞社賞
▽
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
成
形
ユ
ニ
ッ
ト
装
置

テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ツ
代
表
取
締
役
・
反
本
正
典
氏

金
型
の
傾
斜
加
工
を
削
減

　
射
出
成
型
品
の
一
部
が
金
型

か
ら
抜
き
と
り
出
せ
な
い
取
り

残
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
「
ア
ン

ダ
ー
カ
ッ
ト
」
の
成
形
に
関
す

る
発
明
。
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
成

形
を
単
体
ユ
ニ
ッ
ト
化
す
る
こ

と
で
、
成
型
品
の
型
抜
き
取
り

出
し
時
に
、
突
出
し
と
抜
き
の

工
程
を
一
体
化
し
た
も
の
。
形

状
の
自
由
化
や
金
型
加
工
の
削

減
を
可
能
に
し
、
金
型
の
傾
斜

加
工
も
な
く
し
て
低
コ
ス
ト

化
、
短
納
期
化
を
実
現
し
た
。

複
雑
な
形
状
に
も
対
応
で
き
る

こ
と
も
あ
り
、
過
去
３
年
間
で

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
従
来
は
射
出
成
型
品
を
金
型

か
ら
抜
く
た
め
に
傾
斜
加
工
を

金
型
に
施
す
必
要
が
あ
り
、
形

状
に
制
約
が
あ
る
こ
と
が
課
題

だ
っ
た
。

　

テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ツ

広
島

市
南
区
、
０
８
２
・
２
６
４
・

１
０
１
０

　日本発明振興協会（東京都渋谷区、原昭邦会

長 と日刊工業新聞社共催の「第

回発明大賞」に 件の発明が選ばれた。発明大賞

は資本金 億円以下の中堅、中小企業または研究

者・個人発明家の中で、発明考案・研究を通して

科学技術の振興、産業の発展に寄与した企業・人

に贈られる。今回は 件の応募があり、産業分野

から生活に身近な場面に利用できるものなど、さ

まざまなアイデアが寄せられた。表彰式は 日、

東京・元赤坂の明治記念館で行われる。

光の当て方次第で硬さ調整

発明大賞本賞 　
▽
光
硬
化
型
整
形
外
科
用
固
定
材

ア
ル
ケ
ア

開
発
部
フ
ラ

ク
チ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
松
本
義
和
氏

　
骨
折
や
捻
挫
な
ど
の
治
療
の
際

に
、
患
部
を
安
定
に
す
る
た
め
の

固
定
材
で
、
可
視
光
を
当
て
る
だ

け
で
数
十
秒
で
固
化
す
る
。
従
来

は
水
硬
化
材
や
熱
可
塑
性
樹
脂
を

使
っ
て
お
り
、
水
や
お
湯
を
使
っ

て
固
化
さ
せ
る
方
法
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。

　
材
料
の
ベ
ー
ス
と
な
る
樹
脂
の

構
成
単
位
を
独
自
に
分
子
設
計

し
、
構
成
単
位
を
反
応
さ
せ
て
樹

脂
を
合
成
す
る
際
の
材
料
を
適
切

に
選
ん
だ
こ
と
で
実
現
し
た
。
日

光
や
屋
内
灯
、
ス
タ
ン
ド
、
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
光
源

で
固
化
で
き
る
。
手
術
室
や
診
察

室
、
病
棟
な
ど
で
、
汚
染
を
避
け

る
た
め
に
で
き
る
だ
け
水
を
使
い

た
く
な
い
場
面
や
、
水
が
不
足
す

る
災
害
時
に
も
利
用
で
き
る
。

　
光
を
当
て
る
ま
で
固
化
し
な
い

た
め
、
時
間
を
か
け
て
確
実
な
成

形
作
業
が
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ

ト
。
光
の
当
て
方
次
第
で
、
目
的

に
応
じ
た
硬
さ
に
で
き
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
波
及
し
て
い

く
可
能
性
も
あ
る
。

　
商
品
名
「
オ
プ
テ
ィ
キ
ュ
ア
ス

プ
リ
ン
ト
」
は
２
０
１
０
年
に
発

売
し
て
か
ら
、
大
学
病
院
や
、
地

域
の
機
関
病
院
、
診
療
所
へ
の
販

売
実
績
を
持
つ
。
今
後
、
高
齢
化

が
進
み
、
骨
折
患
者
な
ど
利
用
者

の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
市
場
性
も
期
待
で

き
る
。

　
ア
ル
ケ
ア

東
京
都
墨
田
区
、

０
３
・
３
６
１
１
・
１
１
０
１

発明大賞１６日に表彰式 第３７回

　
▽
ク
ラ
ン
プ
式
電
源
ケ
ー

ブ
ル
接
続
装
置

木
村
電
気

工
業

技
術
部
部
長
・
佐
藤

吉
胤
氏

　
太
陽
光

発
電
に
使

用
す
る
電

源
ケ
ー
ブ

ル
の
接
続

コ
ネ
ク
タ
ー
に
関
す
る
技

術
。

　
コ
ネ
ク
タ
ー
の
ホ
ル
ダ
ー

を
締
め
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ケ
ー
ブ
ル
導
体
の
ク
ラ

ン
プ
と
同
時
に
コ
ネ
ク
タ
ー

内
部
の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
に
圧
力

が
加
わ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
挿
入

部
品
を
密
閉
す
る
構
造
で
、

防
水
性
も
兼
ね
備
え
て
い

る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
に
必
要

な
ハ
ン
ダ
付
け
や
圧
着
工
具

が
不
要
に
な
る
。

　

木
村
電
気
工
業

東
京

都
北
区
、
０
３
・
３
９
０
１

・
１
１
０
０

　
▽
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
集
積

排
出
装
置

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｗ
Ａ

社
長
・
磯
輪
英
之
氏

　
折
り
畳

ま
れ
た
段

ボ
ー
ル
の

シ
ー
ト
を

集
め
て
、

設
定
枚
数
の
シ
ー
ト
群
に
区

分
け
し
て
排
出
す
る
技
術
。

従
来
の
集
積
排
出
装
置
で

は
、
複
数
の
レ
ッ
ジ
で
設
定

枚
数
に
区
分
け
し
て
い
た

が
、
連
続
し
て
区
分
け
す
る

際
の
レ
ッ
ジ
の
制
御
が
難
し

か
っ
た
。

　
本
発
明
は
一
つ
の
レ
ッ
ジ

で
、
複
数
の
積
層
台
を
回
転

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
分

け
す
る
方
法
で
簡
素
化
を
実

現
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｗ
Ａ

愛
知
県

春
日
井
市
、
０
５
６
８
・
３

４
・
１
８
２
３

　
▽
裏
ご
し
兼
用
と
ろ
ろ
お

ろ
し
機

松
本
英
夫
氏

個

人

　
と
ろ
ろ

芋
の
大
量

生
産
手

法
。
回
転

ド
ラ
ム
式

の
お
ろ
し
刃
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
泡
立
ち
の
な

い
高
品
質
な
す
り
下
ろ
し
芋

の
量
産
を
実
現
し
た
。

　
ド
ラ
ム
式
の
回
転
刃
の
遠

心
力
で
、
気
泡
の
発
生
を
防

ぎ
、
と
ろ
ろ
芋
の
量
産
を
可

能
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
手
作

業
だ
っ
た
作
業
が
機
械
化
さ

れ
、
投
入
口
と
取
り
出
し
口

の
工
夫
に
よ
っ
て
作
業
員
の

安
全
性
が
高
い
。
遠
心
力
を

利
用
し
た
裏
ご
し
の
機
能
も

持
つ
。
食
品
会
社
に
販
売
実

績
が
あ
る
。

　

ド
リ
マ
ッ
ク
ス

埼
玉

県
川
口
市
、
０
４
８
・
２
５

４
・
１
２
３
１ ◇

　
▽
入
れ
替
え
ユ
ニ
ッ
ト
の

自
動
制
御
機
構
が
付
い
た
輪

転
機

ミ
ヤ
コ
シ

社
長
・

宮
腰

氏

い
わ
お

　
印
刷
機
や
塗
工
機
の
ユ
ニ

ッ
ト
の
入
れ
替
え
で
、
位
置

決
め
、
速
度
制
御
が
自
動
で

で
き
る
よ
う
に
し
た
輪
転

機
。

　
輪
転
機

本
体
に
駆

動
歯
車
が

付
い
た
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
ー
を
設
け
、
入

れ
替
え
ユ
ニ
ッ
ト
の
従
動
歯

車
と
組
み
合
わ
せ
て
セ
ッ
ト

し
、
入
れ
替
え
ユ
ニ
ッ
ト
の

プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー

Ｐ
Ｌ
Ｃ

の
固
有

情
報
と
、
輪
転
機
の
固
定
ユ

ニ
ッ
ト
か
ら
の
信
号
に
基
づ

き
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
を
制
御

す
る
こ
と
で
可
能
に
し
た
。

　

ミ
ヤ
コ
シ

千
葉
県
習

志
野
市
、
０
４
７
・
４
９
３

・
３
８
５
４

　
▽
自
動
車
用
ア
ッ
パ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
開
閉
装
置

小
島

プ
レ
ス
工
業

技
術
企
画
部

技
術
企
画
課
課
長
・
小
塚
明

彦
氏

　
自
動
車

の
イ
ン
ス

ト
ル
メ
ン

ト
パ
ネ
ル

に
設
置
さ

れ
て
い
る
ア
ッ
パ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
開
閉
を
、
一
つ
の
ノ
ブ

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ボ

ー
ル
ペ
ン
に
採
用
さ
れ
た
構

造
と
似
て
い
て
、
ノ
ブ
を
押

す
と
シ
ャ
フ
ト
が
回
転
し
シ

ャ
フ
ト
が
ロ
ッ
ク
す
る
。
機

構
部
品
に
よ
っ
て
そ
の
回
転

が
伝
達
す
る
こ
と
で
、
ボ
ッ

ク
ス
が
開
放
す
る
仕
組
み
。

デ
ザ
イ
ン
の
応
用
に
対
応
で

き
る
点
が
メ
リ
ッ
ト
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
車
体
に
導
入
実

績
が
あ
る
。

小
島
プ
レ
ス

工
業

愛
知
県
豊
田
市
、０

５
６
５
３
４
６
８
６
８

　
▽
フ
ル
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

拡
散
制
御

小
林
隆
利
氏

個
人

　
フ
ル
カ

ラ
ー
発
光

ダ
イ
オ
ー

ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

の
色

制
御
は
、
Ｒ
Ｇ
Ｂ
各
色
の
点

灯
時
間
を
パ
ル
ス
幅
変
調

Ｐ
Ｗ
Ｍ

制
御
で
変
化
さ

せ
、
照
度
調
整
す
る
こ
と
で

実
現
し
て
い
る
。
だ
が
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
は
電
流
値
に
よ
っ
て
色

合
い
が
変
化
し
、
単
な
る
Ｐ

Ｗ
Ｍ
制
御
だ
け
で
は
彩
度
の

高
い
色
が
得
ら
れ
な
い
。
こ

の
発
明
は
、
複
数
色
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
お
け
る
点
灯
タ
イ
ミ
ン

グ
と
電
流
値
を
最
適
化
し
た

拡
散
制
御
方
式
お
よ
び
Ｐ
Ｗ

Ｍ
方
式
の
組
み
合
わ
せ
で
、

高
い
彩
度
の
調
光
を
実
現
し

た
。

東
京
都
墨
田
区
、
０

３
３
６
１
０
４
７
０
１

　
▽
溶
融
炉
分
離
型
結
晶
成

長
装
置

堀
岡
佑
吉
氏

個

人

　
引
き
上

げ
法
に
よ

る
シ
リ
コ

ン
単
結
晶

の
製
造

で
、
原
料
結
晶
の
溶
融
を
独

立
し
た
原
料
溶
融
炉
で
行

い
、
溶
融
後
の
原
料
を
結
晶

成
長
炉
に
供
給
す
る
手
法
。

結
晶
成
長
炉
を
止
め
る
こ
と

な
く
、
結
晶
成
長
に
伴
っ
て

減
っ
た
分
の
原
料
を
追
加
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
原
料
溶

融
炉
は
結
晶
成
長
炉
と
接
続

と
分
離
が
自
在
に
な
っ
て
お

り
、
複
数
の
結
晶
成
長
炉
へ

の
原
料
の
供
給
が
可
能
。
原

料
を
溶
融
す
る
際
の
不
溶
解

物
質
を
除
去
す
る
機
構
に
も

新
規
性
が
あ
る
。

Ｆ
Ｔ
Ｂ

研
究
所

千
葉
県
柏
市
、０

４
７
１
５
７
３
２
２
１

　
▽
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
表
面
保
護
ガ
ラ

ス
の
貼
着
け
方
法

共
同
技

研
化
学

社
長
・
濱
野
尚
吉

氏

　
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
な

ど
に
使
わ

れ
る
高
い

透
過
性
を

持
つ
粘
性
フ
ィ
ル
ム
を
含
む

表
示
装
置
の
保
護
シ
ー
ト
。

衝
撃
吸
収
性
を
持
ち
、
光
の

屈
折
率
１
・
３
―
１
・

の

範
囲
で
、
光
透
過
率
８
割
以

上
と
透
明
性
が
高
い
。

　
接
着
層
の
被
着
面
に
応
力

緩
和
層
と
親
水
性
の
液
状
層

を
形
成
し
て
粘
着
す
る
こ
と

で
、
張
り
直
し
が
で
き
る
ほ

か
、
気
泡
が
入
ら
な
い
こ
と

も
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

共
同
技
研
化
学

埼
玉

県
所
沢
市
、
０
４
・
２
９
４

４
・
５
１
５
１

　
▽
空
気
圧
浮
動
式
断
震
装

置

坂
本
祥
一
氏

個
人

　
地
震
発

生
時
に
建

物
内
の
人

の
安
全
を

守
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
装
置
。
建
築

物
の
地
盤
面
と
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
間
に
圧
縮
空
気
を

挿
入
し
、
空
気
圧
の
力
を
利

用
し
て
建
築
物
を
約
２

浮
上
さ
せ
て
、
地
震
に
よ
る

振
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
建
物
に

伝
え
づ
ら
く
す
る
。
装
置
の

限
界
や
安
全
性
の
検
証
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
が
、
建
築

物
と
地
盤
面
を
完
全
に
切
り

離
し
て
建
物
を
地
震
動
か
ら

逃
れ
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
は
こ

れ
ま
で
存
在
し
な
い
た
め
、

新
規
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

日
本
Ａ
Ｉ
Ｒ
断
震
シ
ス

テ
ム

茨
城
県
土
浦
市
、
０

２
９
８
３
２
５
７
３
０

　
▽
超
微
細
気
泡
発
生
装
置

安
斎
聡
氏

個
人　

空
気
な

ど
の
気
体

を
微
細
な

穴
が
空
い

て
い
る
高

密
度
複
合
体
を
通
し
て
水
な

ど
の
液
体
に
送
り
込
み
、
微

細
な
気
泡
を
発
生
さ
せ
る
装

置
。
数
十

以
下
の
微
細

気
泡
は
、
液
体
と
接
触
す
る

面
積
が
大
き
い
た
め
、
効
率

的
に
酸
素
な
ど
の
気
体
を
液

体
に
溶
け
込
ま
せ
る
こ
と
が

可
能
。
酸
素
の
少
な
い
海
域

な
ど
の
水
質
浄
化
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
の

気
泡
装
置
は
多
数
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
気
泡
発
生
部
に

液
体
を
吹
き
付
け
る
点
に
新

規
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

安
斉
管
鉄

横
浜
市
鶴

見
区
、
０
４
５
・
５
８
０
・

１
８
８
２

　
▽
振
動
式
パ
ー
ツ
フ
ィ
ー

ダ
の
部
品
送
出
制
御
装
置

青
山
好
高
氏

個
人

ほ
か

１
人

　
車
体
工

場
や
部
品

工
場
な
ど

の
ス
タ
ッ

ド
溶
接
ラ

イ
ン
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
ナ

ッ
ト
用
パ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
、
エ
ア
式
ナ
ッ
ト

送
出
装
置
部
分
に
関
す
る
技

術
。

　
空
気
ノ
ズ
ル
の
射
出
路
に

部
品
検
出
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、
部
品
検
出
時
に
パ
ー
ツ

フ
ィ
ー
ダ
ー
を
停
止
す
る
と

と
も
に
エ
ア
を
射
出
す
る
こ

と
で
、
溶
接
機
に
ナ
ッ
ト
を

送
り
出
す
の
が
特
徴
。
国
内

外
の
車
体
工
場
に
納
入
さ
れ

て
い
る
。

　

テ
ク
ノ
ア
オ
ヤ
マ

堺

市
中
区
、
０
７
２
・
２
３
４

・
３
３
２
０

　
▽
垂
直
型
の
内
歯
シ
ェ
ー

ビ
ン
グ
装
置

神
崎
高
級
工

機
製
作
所

工
作
機
械
事
業

部
基
本
設
計
Ｇ
瀧
裕
貴
氏

　
自
動
車

用
内
歯
車

の
仕
上
げ

加
工
機
械

に
関
す
る

技
術
。
内
歯
車
の
軸
を
鉛
直

方
向
に
し
て
加
工
を
行
う
こ

と
で
、
重
力
を
利
用
し
、
切

り
く
ず
を
簡
単
に
落
下
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
従
来
は
内
歯
車
の
軸
を
水

平
に
し
て
加
工
し
て
い
た
た

め
切
り
く
ず
が
加
工
部
に
落

下
し
、
か
み
込
み
な
ど
の
不

具
合
を
起
こ
し
加
工
精
度
に

影
響
を
与
え
て
い
た
。
ト
ヨ

タ
自
動
車
な
ど
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
系
列
部
品
メ
ー
カ

ー
へ
の
販
売
実
績
が
あ
る
。

　

神
崎
高
級
工
機
製
作
所

兵
庫
県
尼
崎
市
、
０
６
・

６
４
９
１
・
１
１
１
１

　
▽
折
り
曲
げ
加
工
に
よ
る

戸
車
フ
レ
ー
ム
の
製
造
方
法

二
藤
パ
ル
テ
ッ
ク

元
社

員
・
河
野
征
子
氏

ゆ
き
こ

　
打
ち
抜

き
加
工
に

よ
っ
て
打

ち
抜
か
れ

る
部
分

を
、
最
小
限
に
抑
え
て
折
り

曲
げ
加
工
す
る
戸
車
フ
レ
ー

ム
の
製
造
方
法
。
従
来
比
で

コ
ス
ト
を

―

％
削
減
で

き
る
な
ど
戸
車
フ
レ
ー
ム
を

安
価
に
提
供
で
き
る
製
造
方

法
で
、耐
荷
重
強
度
も
増
す
。

　
２
０
１
０
年
の
１
年
間
で

約

万
個
を
売
り
上
げ
、
実

用
性
が
認
め
ら
れ
る
。
販
売

実
績
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

将
来
性
も
一
定
程
度
見
込
め

る
。

二
藤
パ
ル
テ
ッ
ク

大
阪
市
中
央
区
、
０
６
・
６

２
７
１
・
５
１
５
５

◇

　
▽
二
重
円
筒
構
造
の
熱
式

風
速
計

北
海
バ
ネ

営
業

部
製
品
開
発
課
係
長
・
熊
谷

康
一
氏
ほ
か
１
人

　
新
し
い

原
理
の
風

速
計
。
発

熱
体
と
温

度
セ
ン
サ

ー
を
一
体
化
し
た
空
気
流
検

知
器
を
内
側
に
設
置
し
た
外

径
２

、
高
さ
５

の

円
筒
の
中
に
、
少
し
細
い
内

円
筒
を
外
筒
内
面
と
均
一
な

間
隔
で
取
り
付
け
た
構
造
。

　
装
置
に
風
が
当
た
る
と
、

内
筒
内
と
内
外
筒
間
の
空
間

に
生
じ
る
圧
力
差
で
装
置
内

部
に
空
気
の
流
れ
が
起
こ

り
、
発
熱
体
か
ら
熱
を
奪
っ

て
で
き
る
温
度
変
化
か
ら
風

速
を
測
定
す
る
と
い
う
仕
組

み
。

北
海
バ
ネ
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海
道

小
樽
市
、
０
１
３
４
・
６
２

・
３
５
２
１

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ３月７日 水曜日 　　


